


 

News Letter
　このニュースレターでは学生達の活躍、講義や実習の様子、学科の取り組み、動物豆知識などを紹
介します。獣医保健看護学科に興味を持ってくれた高校生の皆さんとのコミュニケーションツールに
なればと思っています。
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　ここ数年コロナ禍の影響があり、就活生の約3人に1人が公務員を志望していると言われていま
す。その中でも、特に地方公務員の人気が急上昇しています。本学科では、昨年度に1期生が卒業
しましたが、地方公務員として3名の最終合格を出すことができました。


　今年度の公務員試験の状況は、現在１次試験（筆記）が終了したところです。7月上旬に１次試
験の合格者が発表され、合格者数は昨年度を上回る結果となりました。

　具体的には、国家公務員（農林水産省畜産技術職）4名、地方公務員上級5名［愛媛県（畜産）3

名、広島県（畜産）1名、兵庫県（農学）1名] が、1次試験に合格しました。中でも、愛媛県上級
（畜産）は、受験した3名全員が1次合格をするという快挙を達成することができました。これ
は、学生自身が準正課活動などを通して1年次からひたむきに努力してきたことはもちろんです
が、学科教員が一丸となって教養・専門科目対策をサポートしてきた結果だと言えます。獣医保健
看護学科には、みなさんが将来の夢を実現できる環境が整っています。 

愛玩動物看護師の職域
　動物看護師が国家資格となり、愛玩動物看護師となりました。第１回目の国家試験が令和

5年２月19日に行われます。本学科のカリキュラムも2022年度入学生より国家資格に対応し

たものとなっていますので、卒業までに指定された科目の単位を取得することで、愛玩動物
看護師国家試験の受験資格が得られます。国家資格化にともない、愛玩動物看護師の職域が
明確化され、高度獣医療分野のみならず、愛玩動物の適正飼養に関する分野や動物愛護管理
行政分野における公務員愛玩動物看護師の職域の確立、拡充も期待されています。本学科は
公務員試験に対するサポート体制も充実していますので、愛玩動物看護師のさらなる活躍を

応援していきたいと思います。 


2022年度公務員試験の最新情報：昨年度を上回る結果に！ 
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豊後貴嗣（ぶんご たかし）教授


　4月から公共獣医事分野に着任いたしました。授業は産業動物のライフサイク
ルから飼養管理まで幅広い内容を担当します。専門は「家畜管理学」、動物の
行動や生理反応をとおして産業動物の飼育環境について研究しています。特
に、ウシやニワトリの暑熱ストレスについて調査して、動物がより快適な環境
で生活できるよう考えています。獣医保健看護学科は、設備が充実しており、
いろいろな動物のさまざまな専門家の先生が揃っているので学術的にも刺激的
かつ濃厚な楽しい日々をおくることができています。多くの学生さんに満足し
ていただけるよう教育・研究に精進してまいります。 

木村展之（きむら のぶゆき）教授


　4月から獣医保健看護学科に着任しました。高校時代は毎夏、剣道部の合宿で小豆島には来ていたの
ですが、ようやく四国上陸を果たすことができました。私は学生時代から老
化に興味を持ち、アルツハイマー病に代表される認知症の研究をこれまで続
けてきましたが、獣医療や栄養学の発展によって寿命が伸びたことにより、
動物たちも認知症などの老年性疾患（＝老化が原因となる病気）を発症するよ
うになりました。今後は、老齢動物に適した動物看護学を発展させていくこと
が大切になりますが、そのためには臨床現場の最前線で活躍する愛玩動物看護
師のみならず、研究者として動物看護の基盤を支える獣医関連専門家の力も必
要です。人間と動物がともに安心して老いることのできる社会の構築を目指し
て、一緒に学んでいきましょう！ 

田川道人（たがわ みちひと）准教授


　はじめまして、獣医保健看護学科に縁あってやってきました。生まれも育ちも北海道で、瀬戸内海の
“とっても”温暖な気候に面を食らっている毎日ですがどうぞよろしくお願いいたします。専門は獣医内

科学でとくに犬と猫の腫瘍性疾患、いわゆる“がん”の診断と治療に関する研究
を行ってきました。現在はがんに罹患した動物から得られる血液検体を利用し
たがんの早期診断マーカーの開発に取り組んでいます。この学科に通われる学
生たちには獣医師と動物、そして飼い主をつなぐ心の通った“動物看護”を目指
してもらいたいと思っています。そのためには動物の生態や疾患の基礎知識の
習得が欠かせません。国家資格取得に留まらず、幅広い知識を活かし社会に必
要とされる人材を目指して、ぜひこの学科で一緒に学びましょう！


2022年度より、3名の新しい教員を獣医保健看護学科にお迎えしました。その3名の教員からの
メッセージを紹介します。


